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蔵木の現状 旧蔵木中学の活用

・人口６０２人の小さな地域

・人口減少により蔵木中学校が
廃校となる

蔵木中学校を活用し
「蔵木地域の中心地」

にしたい



★蔵木班の目的

レゴを使って廃校活用のアイデア
を生み出だす話し合いの場づくり

★なぜレゴで？

和気あいあいとした雰囲気
で、体を動かしながらだと意
見を出しやすいから。

紙ベースではできない、立
体的に考えることができる
から。



第1回ワークショップ
2024.04.21

・蔵木中学校の見学

学生９人、地域の方約３０人程度の人が参加

それぞれの方に蔵木中学校に対する
思い入れがあり、当時の思い出を話し
ながら校内を歩いた。

・公民館でのアイデア出し

ここでも40人程度の方が参加。

真ん中で子供がレゴを触り、大人たちと学生で
小グループになって利活用を話しあった。





第2回ワークショップ
2024/05/26

中学校の１階部分と2階部分に
分かれておこなった。

大学生９人と地域の方約１０人
が参加

子供が多く参加してくれていて
積極的にブロックに触ってくれ
た。

お茶やお菓子の提供。



第3回ワークショップ

大学生８人と地域の方約２０人が参加

雨予報でほとんど参加者がい
ないことも想定していたが、思っ
たより来ていただいた。

お茶やお菓子を提供した。

前回の校内に加えて、
今回は体育館や外を作った。



振り返り
Å誰もがワークショップを行いやすい

場をつくるためには学生として何が
できるのかを考えることができるよう
になった

Åファシリテーションをしたことで住民
の声を聞きだす力が少しでも身に付
いた

Å子連れの現役世帯の声を聞いて、
プレイルームや授乳室などの設置も
考えることができた

Å立体で考えることにより、施設同士
のつながりや動線を意識できた



六日市班
活動の目的

リヤカー屋台をひいて

地域の交流の場を作る



第1回の試行
2024.04.21

Å当日は雨が少し降っていて通行人が少な
めだった。

Å一日目に草の庭で交流した方の協力もあ
り人がたくさん来た

Å地域の方が場所を貸してくれてそこで活
動を行った

Åサンマートなどで声がけを行ったが断わら
れることも多かった。



第2回概要
2024/05/26

Å 地域の小学生と屋台づくり

Å 六日市の家にチラシをまいた

Å アイスクリームづくり

【柿木村産ブルーベリー、吉賀町の卵】

・参加者公民館ӛ1５人

リアカーӛ３人



第3回概要
2024.06.23
雨のため屋内開催
参加者 15人

大人5  子供10
(高2  小5  保3)

イベント

ボードゲーム
1・2スイッチ

無料のアイスクリームは

人が来てくれやすい！！
1・2スイッチは小さい子から
大人までみんなで楽しめる！

ӛちょっとした食事や遊びがあれば、人は集まり、コミュニケーションが生まれる
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